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平 北 部 学 校 給 食 共 同 調 理 場 ( 中 学 校 ) 
 

「か
つ
お
の
ト
マ
ト 

香
味
だ
れ
」 

 

「
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の
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に
、
い
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和食料理店「福いる」 

塩井大輝さん 

多様で新鮮な食材と 

その持ち味を活かす工夫 

 

 

 

健康的な食生活を支える 

栄養バランスが整っている 

 

 

 

自然の美しさや季節の 

うつろいを表現する 

 

 

 

正月などの年中行事との 

密接な関わりがある 
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もっと詳しく知りたい人はこちらへ♪ 

【一般社団法人和食文化国民会議HP】 

「太白」は、名前の通り 

白い肉質が特徴です。 

【いわき昔野菜図譜其の参より】 

地元料理人による「和食給食」献立特別号 

青パパイヤは味に 

くせがなく、野菜として 

食べられています。 

太白       紅あずま 

豊かないわきの食材は 

こちらからチェック♪ 


